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Genes & Genetic Systems (GGS)

日本遺伝学会

創刊年 1921 Jap. J. Genetics

全英文化 1992-

名称変更 1996- GGS

電子ジャーナ
ル化 2002- (J-STAGE、全）

投稿電子化 2008- (EM, JST)

発行 年６回

アクセス オープンアクセス
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GGS home page

http://gsj3.jp/GGS.html
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電子投稿

電子ジャーナル



電子投稿システム（EM, JST）
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平成２５年度 国際情報発信強化申請
JSPS科学研究費補助金（研究成果公開促進費）

「アジアの遺伝学を主導する学術雑誌を目指した取

り組み」

 目的
◦ アジアにおける遺伝学関連の良質の論文を集
めて掲載し、アジアにおけるこの分野のトッ
プジャーナルとなる。
 投稿数の増加

 方法
◦ アジアの各国の中堅研究者を編集委員や編集
顧問に選任
 実質的編集作業、編集会議出席、情報発信

◦ 採択論文の英文校閲
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３０

海外編集委員５

国内編集委員
３１

編集委員・編
集顧問合同会

議

現在
(2012)

国内編集顧問
３０

海外編集委員・顧問２０

国内編集委員
３１

５年後
(2017)

アジア各国
遺伝学関連学会

Genes & 
Genetic 
Systems

国内

海外

論文投稿数

日本遺伝学会

国内

海外

日本遺伝学会
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補助金の利用

平成27年度実支出額 4,000,000 円

内 訳

(1) 編集委員会開催に係る旅費（海外） 1,267,050 円

(2) 編集委員会開催に係る消耗品費・会議費 0 円

(3) 欧文校閲費 1,140,003 円

(4) 学術刊行物に係る電子化関連経費（ホームページ改善） 0 円

(5) 学術刊行物の印刷代、用紙代、製本代等の出版費 1,592,947 円

日本学術振興会研究成果公開促進費「国際情報発信強化（Ｂ）」

「アジアの遺伝学を主導する学術雑誌を目指した取り組み」

課題番号 252006
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国内編集顧問
３０

海外編集委員５

国内編集委員
３１

編集委員・編集顧問合同会議

２５年度当初

国内編集委員
３３

国内編集顧問
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現在

Genes & 
Genetic 
Systems

国内
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論文投稿数

国内

海外

論文投稿数

海外編集顧問
５

海外編集委員
１６

• 合同会議に最
低１回出席、
討議に参加

• 海外編集委員
による編集へ
の実質参加

海外編集顧問・編集委員

9



中間評価時（2015年11月）

投稿数
海外レフリー

総数 海外投稿数

2012年 72 31 8.8%

2015年 81 41 21.6%
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• 文法等
• 読みやすさ



問題点
• 英文校閲をするためにアクセプトから出版
まで時間がかかる（〜３００日）。

• 編集委員長の負担の増大

解決
• 早期公開の導入

アクセプト
フォーマット、
タイトル、要旨

英文校閲
著者承認

早期公開

本文英文校閲製版・著者校正
印刷
本公開
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早期公開
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GGSの国際化への取り組み

 海外編集顧問・編集委員の増加

 アクセプトされた全論文の英文校閲

 早期公開

 今後の課題

◦ 編集作業の負担増加

◦ 投稿数の増加

 →ホームページの改定（現在進行中）
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 日本学術振興会研究成果公開促進費
「国際情報発信強化（Ｂ）」

 課題番号 252006

 「アジアの遺伝学を主導する学術雑誌を目指
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